
広報広報

ひと・里・森がふれあい ともに輝く 元気なまち

2016

5
№142

特集

入園・入学おめでとう 　 　 P2

平成28年度久万高原町役場職員配置 　 　 P6

ぐるっとレポート 　 　 P12

さんさん２周年記念、消防特別功労章受章 他

ふるさと魅力発信 　 　 P14

天体観測館、山岳博物館、美術館、考古館

News & Information 　 　 P16

くらしの情報、文芸 他 　 　 P23

地域再発見
久万山めぐり
■四国カルスト（姫鶴平）
　言わずと知れた日本三大カルストのひとつ、四国カルスト。
　町中心部から車で約１時間ほどにある天空の別天地。特徴ある
　石灰岩と牧草のじゅうたんが広がる中、のどかに草をはむ牛たち。
　この久万高原町を代表する一大景観地もいよいよ観光シーズン到来。
　雲の上の感動フィールドへぜひお越しください。



特集入園・入学おめでとう入園・入学おめでとう
久万保育園

久万小学校

美川小学校

美川中学校

直瀬小学校

明神小学校
柳谷小学校

仕七川小学校

父二峰小学校

仕七川幼稚園

　やる気満々、元気いっぱい、
笑顔満開の父二峰っ子が２名入
学しました。「27人のかっこ
いいお兄さんお姉さんのように
早くなりたい！」と目を輝かせ
ています。いろんなことに挑戦
していきましょうね。

　明るく元気な女子児童１名の入学
です。11名のお兄さん、お姉さん
と一緒にがんばります。

　男子８人、女子４人の
計12人が、新たに美川
中学校の一員となりまし
た。一人ひとりが自分の
役割を果たし、互いに支
え合う学級を目指してい
きます。どうぞ、よろし
くお願いします。

　今年は、きらきら笑顔の女の子が
１名入学しました。お兄さん・お姉
さんたちにいろいろ教えてもらいな
がら、毎日元気に過ごしています。
初めての勉強も精一杯頑張ります！

　今年度は、２名の
友達が入園してきま
した。とっても元気
な男の子です。毎日
怪獣になって暴れた
り猫になって甘えて
みたりしながら年長
児２名とも仲良く遊
べています。花の水
やりや野菜の世話も
頑張っています。

　女子１名、男子１名のかわいい１年生が仲間入りしま
した。勉強も遊びも給食も、全力で楽しんでいます。上
級生のようにすいすい一輪車に乗れるよう、ただいま猛
特訓中です。早くお披露目できるように頑張ります！

　仕七川小学校にも元気いっぱいの１年生が３名入学し
てきました。男の子１名、女の子２名しかいませんが、
寂しくなんかありません。仕七川パワーで頑張っていき
たいと張り切っています。

　28年度久万保育園は０歳児８名・１歳児12名・２歳
児13名・３歳児９名・４歳児20名・５歳児９名の合計
71名でのスタートとなりました。家庭的な雰囲気の
中、子どもたち一人ひとりがのびのびと楽しく過ごして
いきたいと思います。

　今年度、３人の新１年生を迎えて、全校児童20
人で新たなスタートを切りました。２年生のお姉さ
んと一緒に仲良く過ごし、算数、国語、掃除などを
がんばろうと、はりきっています。

　
男
子
15
名
、
女
子
16
名
、
計
31
名
の
1
年
生
で

す
。「
げ
ん
き
も
り
も
り
、
み
ん
な
な
か
よ
し
」を

合
い
言
葉
に
、
楽
し
い
小
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
勉
強
も
運
動
も
が
ん
ば

り
ま
す
。

今年も新しい仲間
が増えました。
ピカピカの笑顔を
お届けします♪
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特集入園・入学おめでとう入園・入学おめでとう
明神幼稚園美川幼稚園

柳谷幼稚園

久万幼稚園

父二峰幼稚園

おもご幼稚園

畑野川幼稚園

久万中学校（Ｂ組） 久万中学校（Ａ組・わかば組）

　「お料理したい！三輪車に乗りたい！粘土も
する！」と幼稚園を楽しみにしている女の子が
入園してきました。年長組のお兄さんお姉さん
のそばでまねっこしながら遊んでいます。

　４名の新入園児を迎え、計８名での園生活がスタート
しました。人数が昨年の倍となりとてもにぎやかな園生
活を送っています。友達と仲良く、毎日元気いっぱい遊
びたいと思います。

　今年は２名の男の子が入園して、４名でのスタートとな
りました。みんな外で遊ぶのが大好きで、自転車に乗った
り滑り台をしたりととっても元気に遊んでいます。

　元気いっぱいの男の子３名が入園し、美川幼稚園６名
でのスタートとなりました！お兄さんやお姉さんと一緒
にブロックを組み合わせたり遊具で遊んだり元気いっぱ
い過ごしています！

　年少児10名、年中児17名、年長児15名の計42名で
スタートしました。泣いたり笑ったり毎日とてもにぎや
かに過ごしています。いろいろな体験をとおしてたくま
しく成長していってほしいと思っています。

　１名の入園児を迎え、４歳児１名、５歳児４名の計６
名でスタートしました。子どもたちは幼稚園が大好き
で、友達と仲良く元気いっぱい遊んでいます。今はみん
なで、妖怪ウォッチ警察ごっこにはまっています。

　今年度は男児１名、女児１名が入園しました。優しい
お兄さんお姉さんに囲まれて、二人とも元気に遊んでい
ます。いっぱい遊んで大きくなあれ！

　
仲
間
と
協
力
し
合
い
、

支
え
合
う
中
で
、
お
互
い

を
成
長
さ
せ
る
こ
と
の
で

き
る
学
年
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
３
年
後
の
春
を
58
名

全
員
の
、
今
よ
り
も
っ

と
輝
い
た
笑
顔
で
迎
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
入
園
児
1
名
を
迎
え
、
年
長
児
３
名
と
元
気

い
っ
ぱ
い
の
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
少
な
い
人

数
で
す
が
、
笑
顔
は
じ
け
て
笑
い
声
ひ
び
く
、
楽
し

い
幼
稚
園
で
仲
良
く
遊
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

今年も新しい仲間
が増えました。
ピカピカの笑顔を
お届けします♪

直瀬幼稚園
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平
成
28
年
度
　
久
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高
原
町
役
場
　
職
員
配
置

一

般

行

政

髙岡　柾宏（消防本部）
　生まれ育った本町に恩返
しができるよう、心身とも
に鍛え立派な消防士になり
ます。

西野　健（総務課）
　社会人として責任を持
ち、本町に恩返しができる
よう精一杯努力します。

矢野　豪（教育委員会事務局）
　魅力ある町づくりができ
るよう、頑張ります。よろ
しくお願いします。

吉門　季理（総務課）
　皆様のお役に立てる職員
になれるよう、日々研鑚を
積んでいきます。よろしく
お願いします。

西田　朋洸（総務課）
　職員としての自覚・責任
を持ち、地域の方々のお役
に立てるように精一杯努力
します。

伊藤　啓司（消防本部）
　地域の安全を守り、安心
を支える消防士の一員とし
て一日も早く役立てるよう
努力します。

新
規
採
用
職
員
の
紹
介
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坂本　菜月（あけぼの）
　ご利用者に寄り添い、笑
顔を絶やさないよう頑張り
ます。

亀井　千凡（町立病院）
　思いやりの心と笑顔を忘
れず、安心していただける
介護をしていきたいと思い
ます。

伊藤　綾野（あけぼの）
　自分が生まれ育った久万
高原町、介護職員として精
一杯貢献したいと思いま
す。

河口　麻矢（町立病院）
　地域の方々との触れ合
い、声を大切にし、よい看
護が提供できるように日々
頑張りたいと思います。

釣井　雄太（消防本部）
　久万高原町の消防士とし
て地域の安全・安心を守
り、仕事を一生懸命頑張り
たいと思います。

小川　悠里（町立病院）
　地域の方々に寄り添い、
安心安楽な入院生活が送れ
るように看護していきま
す。

山村　哲勅（町立病院）
　患者さん一人ひとりに大切
に関わり、地域医療の歯車に
なれるよう頑張りますのでよ
ろしくお願いします。

武内　葵（あけぼの）
　向日葵みたいな元気な笑
顔で頑張ります。
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係

人
権
啓
発
係

国
保
年
金
係

町
民
税
係

固
定
資
産
税
係

収
納
管
理
係

　
篠
﨑
　
幸
子
、
　
畝
本
　
幸
男

　
渡
部
　
卓
二
、
　
佐
々
木
将
史

　
藤
原
　
友
明

　
吉
岡
　
美
鈴
、
　
竹
内
　
泰
子

　
松
村
　
美
子
、
　
西
森
　
里
枝

　
篠
崎
　
由
紀
、
　
片
山
　
千
晶

　
西
山
　
智
子
、
　
岡
　
　
裕
子

　
上
田
　
　
恵
、
　
水
野
ゆ
か
り

　
上
場
須
美
子

　
河
野
　
勝
利
、
　
髙
岡
　
政
明

○
菅
　
　
朋
子
、
　
中
川
　
久
美

　
伊
藤
　
哲
博

　
藤
田
美
寿
穂
、
　
大
西
　
　
聡

◎
仲
渡
　
尚
美

　
正
岡
　
英
明
、
　
近
澤
　
雅
彦

　
菅
　
　
和
幸
、
○
亀
井
　
弘
江

　
植
本
　
誠
滋
、
　
高
岡
　
和
輝

　
丸
山
　
健
太
、
　
平
川
　
健
太

保

健

推

進

班

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

住

民

生

活

班

国

保

年

金

班

税
務
・
収
納
管
理
班

さ

さ

ゆ

り

荘

班
長
　
中
岡
　
瑞
恵

班
長
　
菅
　
　
徹
夫

班
長
　
光
田
　
泰
次

班
長
　
山
下
　
元
司

施
設
長
　
岡
野
早
百
合

（
総
括
局
長
兼
務
）

　
谷
本
　
　
香
、
　
井
上
　
美
子

　
重
藤
　
亜
矢
、
　
小
野
　
輝
子

　
樽
茶
恵
里
加
、
　
桑
名
　
清
湖

　
井
上
　
好
美
、
　
尾
花
　
　
仁

堀
口
　
道
人
、

小
倉
　
大
征
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寺田　優（地域おこし協力隊）
　地域の維持・発展のために
頑張りたいと思います。初め
てのことばかりで不安ですが
よろしくお願いします。

小倉　大征（ささゆり荘）
　日々問題意識を持ち、よ
りよいサービスが提供でき
るよう頑張りたいと思いま
す。

北川　京子（地域おこし協力隊）
　久万高原町の地域活性化に
尽力してまいりたいと存じま
すので、ご指導ご鞭撻の程よ
ろしくお願い申し上げます。

堀口　道人（ささゆり荘）
　人間としての喜びを感じ
られる、そんな交わりにな
ることを願い、専心励みま
す。

農

政

課

企
画
観
光
課

美
術
館
統
括
事
務
局

森
林
林
業
課

課
長
　
土
居
　
昭
彦

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
併
任
）

課
長
　
中
川
　
邦
彦

事
務
局
長
　
玉
泉
　
　
豊

課
長
　
菅
　
　
隆
則 商

工
係　

観
光
係

公
園
係　

観
光
施
設
係

道
の
駅
推
進
室

室
長
　
猪
上
　
浩
明

商

工

観

光

班

班
長
　
木
下
　
勝
也

　
岡
　
　
誠
也
、
　
片
岡
　
里
香

　
坂
本
　
耕
紀
、
　
土
居
　
通
成

　
大
西
　
紀
子
、
　
川
崎
　
竜
司

久

万

美

術

館

山

岳

博

物

館

天

体

観

測

館

　
大
野
　
一
仁
、
○
杉
原
美
和
子

　
吉
田
　
有
理

　
岡
山
　
健
仁
、
　
矢
野
　
真
志

　
藤
田
　
康
英
、
　
中
村
　
彰
正

林
業
振
興
係

林

業

振

興

班

班
長
　
玉
井
　
　
猛

（
森
林
整
備
班
長
兼
務
）

　
石
村
光
四
郎
、
　
田
中
　
豊
嗣

　
若
藤
　
広
幸
、
　
谷
田
　
和
美

森
林
整
備
係

公
有
林
係

森

林

整

備

班

　
小
野
　
哲
也
、
　
片
岡
　
伸
彦

　
松
下
　
昌
司

農
業
振
興
係

農

業

振

興

班

班
長
　
中
川
　
隆
範

　
髙
木
　
　
勉
、
　
中
川
　
準
子

　
小
倉
　
和
恵
、
　
髙
岡
　
　
光

　
上
本
慎
太
郎

農
業
公
園

　
竹
前
　
誠
人
、
　
近
藤
　
和
美

議
会
事
務
局

大
野
　
由
紀

事
務
局
長
　
加
藤
　
博
副

農
業
委
員
会

事

務

局

坪
谷
　
頼
都

事
務
局
長
　
土
居
　
昭
彦

（
農
政
課
長
併
任
）

事
務
長
　
佐
伯
　
　
泰
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◎ 

昇
格
　
　
○ 

昇
任

 

新
規
採
用

教

育

委

員

会

建

設

課

事

務

局

課
長
　
髙
橋
　
　
誠

事
務
局
長
　
遠
山
　
　
豊

建
築
係

管
理
係

管
理
・
建
築
班

　
山
中
　
泰
文
、
　
丸
山
　
陽
司

　
大
栩
　
寿
志
、
　
西
岡
　
　
信

　
露
口
美
惠
子
、
○
成
田
　
裕
子

　
重
岡
　
　
茜

　
石
元
　
篤
也
、
　
吉
田
　
　
務

公
共
土
木
係

農
業
土
木
係

林
業
土
木
係

公

共

土

木

班

班
長
　
辻
本
　
元
一

（
管
理
建
築
班
長
兼
務
）

農

林

土

木

班

班
長
　
西
森
　
　
稔

　
松
本
　
利
広
、
　
大
南
　
千
寿

　
村
上
　
里
美
、
　
大
西
　
康
雄

◎
大
西
　
淳
史
、
◎
菅
　
　
隼
人

環
境
整
備
課

出

納

室

課
長
　
浮
田
　
幸
路

会
計
管
理
者
　
古
見
　
宗
敏

環
境
衛
生
係

水
道
係

下
水
道
係

環

境

衛

生

班

班
長
　
中
森
　
信
子

上

下

水

道

班

班
長
◎
藤
岡
　
和
雄

　
菅
　
　
雄
介
、
　
佐
伯
　
香
奈

　
近
藤
　
康
明
、
　
沖
中
　
博
美

◎
菅
　
　
儀
憲
、
　
髙
橋
　
充
将

　
西
山
　
哲
史
、
　
渡
部
　
和
也

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

○
中
田
　
孝
治
、
　
友
井
　
利
幸

　
日
野
　
寿
昭

教

育

長

日
野
　
和
也

学

校

教

育

班

班
長
　
西
村
　
哲
也

　
大
野
　
明
美

美
川
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー

　
小
松
美
津
子
、
　
上
沖
　
文
孝

久
万
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー

◎
角
谷
　
慎
治
、
　
十
亀
　
　
渚

美

川

幼

稚

園

　
木
下
　
弘
美

お
も
ご
幼
稚
園

　
小
椋
久
美
子

仕
七
川
幼
稚
園

　
丸
山
　
洋
子
、
　
久
保
　
真
紀

父
二
峰
幼
稚
園

　
宮
内
　
晴
恵
、
◎
山
本
健
太
郎

直

瀬

幼

稚

園

　
矢
野
　
　
龍
、
　
菅
　
　
優
樹

畑
野
川
幼
稚
園

　
石
丸
　
和
子
、
　
池
田
　
洋
子

　
大
野
　
早
苗
、
　
清
水
　
　
彩

久

万

幼

稚

園

　
板
橋
　
　
桂
、
　
松
本
奈
緒
美

明

神

幼

稚

園

　
西
森
正
一
郎

柳

谷

小

学

校

　
大
本
　
淳
子
、
　
櫻
田
　
美
紀

　
小
倉
　
佳
昌

学
校
教
育
係

施
設
管
理
係

　
横
川
　
佳
奈
、
◎
近
藤
　
亜
紀

柳

谷

幼

稚

園
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◎ 

昇
格
　
　
○ 

昇
任

 

新
規
採
用

病
院
・
老
人
保
健
施
設

院
　
長
　
金
岡
　
光
雄

副
院
長
　
大
野
　
一
登

病
院
事
業
等
統
括
事
務
局

班
長
　
釣
井
　
好
春

（
国
体
推
進
班
長
兼
務
）

事
務
局
長
　
和
田
　
利
章

（
病
院
事
業
等
統
括
事
務
局
長
兼
務
）

社
会
教
育
係

内　
　
　

科

外　
　
　

科

生

涯

学

習

班

事

務

局

医

局

　
和
田
　
雅
志
、
　
菅
　
　
友
紀

　
中
川
　
昌
美
、
　
石
丸
　
寛
人

　
窪
田
　
成
志
、
○
大
野
百
合
恵

　
菅
能
美
津
江
、
　
久
万
川
公
子

　
内
科
医
長
　
松
木
　
克
之

（
老
人
保
健
施
設
あ
け
ぼ
の
施
設
長
兼
務
）

　
医
　
　
師
　
野
間
　
章
裕

（
父
二
峰
診
療
所
長
兼
務
）

　
日
野
　
優
司
、
　
吉
田
　
恵
子

　
佐
藤
　
昭
久

面
河
支
所

美
川
支
所

柳
谷
支
所

図
書
館

Ｂ
＆
Ｇ
久
万
海
洋

セ
ン
タ
ー

　
三
浦
　
　
誉

　
川
崎
　
具
美

　
平
野
　
勝
規

　
外
科
医
長
　
鈴
木
　
偉
一

　
近
藤
　
正
信
、
　
岩
崎
か
お
り

国

体

推

進

班

看
護
部
長
◎
伊
藤
　
初
枝

　
山
内
　
賢
彦
、
　
片
山
　
栄
治

　
清
水
　
隆
浩
、

矢
野
　
　
豪

国
体
推
進
係

　
山
本
　
紀
子
、
北
山
由
香
里
、
髙
田
　
弘
美

　
目
戸
　
好
美
、
山
地
　
礼
子
、
和
泉
　
里
枝

　
坂
本
　
富
恵
、
大
野
　
由
香
、
宮
田
　
智
絵

　
平
塚
　
　
梓
、
西
野
　
幸
恵
、
河
口
　
慶
太

　
小
田
原
麻
菜
、
石
丸
　
幸
子
、
奥
村
　
裕
子

　
長
谷
美
和
子
、三
浦
美
代
子
、
河
口
　
麻
矢

小
川
　
悠
里
、
鳩
根
須
賀
子
、
森
　
美
由
起

　
片
岡
　
晶
美
、
梶
原
　
　
札
、
和
泉
　
美
幸

　
露
口
　
晶
子
、
小
黒
さ
と
子
、
栗
田
　
貢
輔

　
大
西
　
里
鶴
、
宮
田
　
祥
平
、
石
割
　
大
貴

亀
井
　
千
凡

　
岡
本
　
愛
子
、
上
沖
　
美
恵
、
平
野
　
貴
仁

一
般
病
棟

療
養
病
棟

在
宅
支
援

セ
ン
タ
ー

看
護
師
長

西
岡
　
美
香

看
護
師
長

小
川
か
お
り

　
平
塚
　
明
美
、
崎
山
　
千
歳

山
村
　
哲
勅

　 　
臨
時
職
員

　
沼
田
美
智
子

　
【
外
科
、
整
形
外
科
兼
務
】

内　
　
　

科

中
央
処
置
室

中
央
材
料
室

外　
　
　

科

整
形
外
科

心
療
内
科

眼　
　
　

科

看

護

部

外　
　

来

　

整
形
外
科

心
療
内
科

眼　
　
　

科

　
非
常
勤
医
師

町
立
病
院
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消
防
本
部
・
署

◎ 

昇
格
　
　
○ 

昇
任

 

新
規
採
用

父

二

峰

診

療

所

面

河

診

療

所

老
人
保
健
施
設

あ
け
ぼ
の

訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

薬
局
長
心
得
　
松
岡
　
　
綾

歯
科
医
長
　
兵
頭
　
眞
一

薬

局

歯

科

　
臨
時
職
員

◎
中
平
　
千
佳

室
長
補
佐
　
平
岡
　
章
司

検

査

室

　
中
野
　
友
博

放

射

線

室

　
濱
口
　
正
紀

リ

ハ

ビ

リ

テ
ー
シ
ョ
ン
室

◎
瀧
本
　
順
平
、
　
木
透
　
笑
里

　
平
柳
　
富
美
、
　
辻
　
　
博
子

給

食

室

　
田
中
佐
知
子

○
西
村
　
靖
子
、
　
天
野
か
お
り

　
中
川
　
裕
子

　
梶
川
小
百
合
、
　
友
井
　
紀
子

　
西
村
　
友
子
、
　
武
市
　
　
純
、
　
久
万
川
明
宏
、
　
岡
本
　
竜
也

　
吉
田
千
恵
子
、
　
八
幡
美
奈
子
、
　
長
山
ひ
と
み
、
　
水
本
　
晴
代

　
水
本
　
香
子
、
　
正
岡
都
津
江
、
　
西
山
実
千
代
、
　
河
野
　
雅
子

　
菅
　
佐
知
子
、
　
大
野
　
真
琴
、
　
藤
原
　
恵
美
、
　
長
曽
我
部
真
平

　
林
　
　
俊
博
、
　
菅
　
　
寿
子
、
　
坂
本
カ
ヲ
リ
、
　
中
村
　
祐
子

　
梅
木
　
美
和
、

伊
藤
　
綾
野
、

坂
本
　
菜
月
、

武
内
　
　
葵

所
長
　
北
代
　
正
大
（
嘱
託
・
兼
務
）

所
長
　
野
間
　
章
裕
（
兼
務
）

施
設
長
　
松
木
　
克
之
（
兼
務
）

医
　
師
　
北
代
　
正
大
（
嘱
託
・
兼
務
）

事
務
長
　
西
野
　
恵
子

消
防
本
部

消
防
長
　
織
川
　
真
二

次
　
長
　
平
岡
　
幸
夫

署
長
　
平
岡
　
幸
夫
（
兼
務
）

課
長
　
◎
髙
野
　
　
貢

課
長
　
正
岡
　
　
靖

司
　
令
　
大
野
　
秋
義

司
令
補
　
渡
部
　
豊
和

主
　
任
　
菅
　
壮
一
郎

支
署
長
◎
明
賀
　
　
徹

司
令
補
○
山
本
　
康
志

司
令
補
　
平
柳
　
　
衛

司
令
補
　
梅
木
　
耕
二

士
　
長
　
河
野
　
祐
範

副
士
長
　
菅
　
　
治
樹

副
士
長
　
小
椋
　
雅
志

消
防
士
　
古
見
　
祐
貴

消
防
士
　
川
﨑
新
太
郎

消
防
総
務
課
付

　

愛
媛
県
消
防
学
校
入
校

高
岡
　
柾
宏

伊
藤
　
啓
司

釣
井
　
雄
太

消

防

署

消

防

総

務

課

消

防

課

美
川
支
署（
９
人
）

三　
　

部
（
９
人
）

副
署
長
　
山
内
　
　
弘

小
隊
長
　
岡
田
　
基
徳

司
令
補
　
大
野
　
憲
仁

司
令
補
　
石
丸
　
修
嗣

副
士
長
　
脇
川
　
隼
人

副
士
長
　
渡
部
　
佑
也

副
士
長
　
中
森
　
崇
史

消
防
士
　
釣
井
　
拓
良

消
防
士
　
正
岡
　
　
真

一　
　

部
（
９
人
）

消
防
課
長
　
正
岡
　
　
靖

副
署
長
◎
岡
本
　
　
剛

小
隊
長
　
山
口
　
直
樹

司
令
補
　
片
岡
　
伸
也

司
令
補
　
岡
田
　
成
志

士
　
長
◎
大
野
　
秀
樹

副
士
長
　
白
石
　
敦
嗣

副
士
長
　
木
山
　
広
太

消
防
士
　
佐
藤
　
亮
介

二　
　

部
（
８
人
）

副
署
長
　
石
割
　
眞
一

小
隊
長
　
高
岡
　
憲
一

司
令
補
　
池
田
　
信
行

士
　
長
◎
渡
部
　
尚
智

士
　
長
　
竹
田
　
大
介

副
士
長
　
光
田
　
健
亮

消
防
士
　
小
倉
　
徹
也

消
防
士
　
中
矢
　
竜
介



レポートぐるっと

広報 久万高原５月号 12

　愛顔（えがお）つなぐえひめ国体・競技別リハーサル大
会（2016関西セブンズフェスティバル（７人制ラグビー））
が、久万高原ラグビー場で開催され、来年10月に行われ
るえひめ国体本番に向けて、実行委員会メンバーやボラ
ンティアスタッフなどが各自の役割を一つひとつ確認し
ながら２日間の運営を行いました。
　大会期間中は、地元の小・中学生や一般の方々も大勢
観戦に訪れ、７人制ラグビーならではのスピード感あふ
れる攻防を楽しみました。
　地元チームとして出場した成年男子のTEAM EHIME

（愛媛県選抜）は、強豪ぞろいの中ベスト４に進出し、
前回わかやま国体で５位になった実力を発揮しました。
また、エキシビジョンとして行われた成年女子の部は、
四国４県の選抜チームとして３チームが出場し、男子に
劣らない迫力ある試合を展開しました。

えひめ国体の成功に向けて
県内トップで競技別リハーサル大会を開催

交流人口の増加に期待
道の駅さんさん２周年を迎える
　オープンから２周年を迎えた道の駅「天空の郷さんさ
ん」で、２周年記念イベントが開催され、春の訪れとと
もに増えてきたドライブ客など大勢の人々でにぎわいま
した。
　店頭では、地元のお茶や高原野菜を使った加工品の試
飲試食・展示販売やレストランさんさんのペアお食事券
などが当たるお楽しみ抽選会が行われました。
　商品の試作品を展示販売していた露口由美子さん（＝
畑野川）は「今の（いい）状態をいかに長く続けていく
か。お客さんを呼び込むアイデアに期待したい」と、今
後ますますの入り込み客増加に期待を寄せていました。
　２周年を迎えた道の駅の現状とこれからの抱負につい
て、清水実昭支配人は「オープン２年目の上半期は天候
に左右された部分もあるが、８月ごろから天候にも恵ま
れて１年目より売上げもアップした。特に３月のひなま
つり時期は売上げが1.4倍ほどになり、イベント効果も含
めて全体的に良かったのではないか。２周年を迎え、今
までと同じようなことをしていたのでは飽きられてしま
うので、久万高原町のものを使ったプライベート商品の
開発にも力を入れていきたい。また道の駅を拠点に町内
を回ってもらう仕掛けを考えていきたい」と語りました。

4/
16～17

4/
9～10
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　第68回全国消防大会において、長年消防業務
に携わり、その功労が特に顕著である者に贈ら
れる「特別功労章」を受章されました。
　土居さんは、昭和44年に久万町消防団へ入団
し、平成14年７月からは副団長を、また合併後
の平成20年４月から現在に至るまで団長を務
め、さらに平成26年５月からは県消防協会の会
長を務めるなど、多年にわたり消防業務に尽く
されております。誠におめでとうございました。

　「春の交通安全運動」の推進と今年４月１日から施行
された「自転車の安全な利用の促進に関する条例」の周
知を図るため、道の駅「天空の郷さんさん」で「交通安
全ふれあいフェア」が開催されました。
　交通安全教室では、露峰の村田勝さん方のラブラドー
ル犬、奈々ちゃんとカモ４羽による交通安全ユニット

「奈々＆セーフティカモンズ」に委嘱状が交付され、横
断歩道の正しい渡り方を実演していました。
　また、条例制定記念として防災記念グッズの進呈、石
鎚山ヒルクライム無料招待抽選の応募受付を行ったほ
か、自動車のシミュレーターを搭載した交通安全教育
車、防災グッズを集めたブース等を設置し、交通安全意
識の啓発や自転車使用時のヘルメット着用などを呼びか
けました。

　商店街の活性化を担うまちなか交流館整備の安全祈願
祭が、久万町商店街の建設予定地において、町関係者な
ど約20名が参加し執り行われました。
　祈願祭後のあいさつで髙野町長は「まちなか交流館
は、旧美川村出身の正岡道一氏から町に寄贈された創作
こけしを展示するなど、年間を通じた誘客事業を展開す
る新たな交流型拠点施設として、８月に完成する予定で
ある。開館後は、絵付け体験などを行えるようにし、商
店街のにぎわい創出につなげたい」と述べました。

全国消防大会にて特別功労章受章
土居　敏夫さん＝久万＝

自転車の安全利用に心がけて
交通安全ふれあいフェアを開催

商店街活性化の核に
まちなか交流館整備の安全祈願祭を実施

4/
15

4/
９
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　今
月
は
Ｘ
線
天
文
衛
星
「
ひ

と
み
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

２
０
１
６
年
２
月
17
日
に
Ｘ
線

天
文
衛
星
「
ひ
と
み
」
の
打
ち

上
げ
が
成
功
し
ま
し
た
。
ブ

ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
や
銀
河
団
な
ど

Ｘ
線
を
放
つ
天
体
の
観
測
を
行

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
３
月
26
日

夕
方
か
ら
「
ひ
と
み
」
か
ら
の

通
信
が
突
如
途
絶
え
、
深
夜
に

は
「
ひ
と
み
」
の
周
り
に
複
数

の
物
体
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

　日
本
中
の
天
文
関
係
者
は
耳

を
疑
い
ま
し
た
。
状
況
を
確
認

す
る
た
め
全
国
の
公
開
天
文
台

が
撮
影
に
挑
み
ま
し
た
。
当
館

は
４
月
５
日
に
「
ひ
と
み
」
を

撮
影
し
ま
し
た
。
そ
の
画
像
を

見
た
瞬
間
に
仰
天
し
た
の
で
す
。

「
ひ
と
み
」
の
明
る
さ
が
周
期

的
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
回
転
し
て
い
る
た
め
太
陽
光

の
反
射
が
周
期
的
に
変
わ
っ
て

い
る
の
で
す
。
す
ば
る
望
遠
鏡

も
撮
影
し
全
長
14
㍍
の
「
ひ
と

み
」
が
数
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
分
解

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
も
懸
命
の
復
旧
作
業
と
原

因
究
明
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
撮
影
す
る
こ
と
し
か

で
き
ま
せ
ん
が
復
旧
ま
で
あ
き

ら
め
ま
せ
ん
。「
が
ん
ば
れ
！

ひ
と
み
！
」 

　
　
　
　

 

（
藤
田
）

　み
な
さ
ん
は
「
タ
ゴ
ガ
エ
ル

（
田
子
蛙
）」
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？

　変
わ
っ
た
名
前
で
す

ね
。「
タ
ゴ
」
と
は
、
命
名
者

が
両
生
類
学
者
の
田
子
勝
弥
先

生
に
献
名
し
た
も
の
で
す
。

　春
先
に
、
湧
き
水
し
み
出
る

岩
か
ら
「
グ
ッ
、
グ
ッ…

」
と

い
う
鳴
き
声
を
聞
い
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
姿
は
見
え

な
い
が
、
な
ん
の
音
？
」
と
い

う
質
問
を
よ
く
受
け
ま
す
。
じ

つ
は
、
広
告（
繁
殖
）音
で
す
。

オ
ス
は
鳴
き
な
が
ら
メ
ス
が
来

る
の
を
じ
っ
と
待
っ
て
い
ま
す
。

　タ
ゴ
ガ
エ
ル
は
、
伏
流
水
中

に
大
き
な
卵
を
少
し
だ
け
産
む

と
い
う
変
わ
っ
た
習
性
の
持
ち

主
で
す
。
記
載
さ
れ
て
か
ら
も

う
す
ぐ
90
年
を
迎
え
ま
す
が
、

そ
の
存
在
は
一
般
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
低
山
か
ら
亜
高
山
帯

に
ま
で
広
く
生
息
し
、
体
長
は

３
〜
５
㌢
。
背
中
は
落
ち
葉
の

色
を
し
て
お
り
（
写
真
）
、
面

河
渓
谷
で
は
普
通
に
生
息
し
て

い
ま
す
。

　図
は
、
鳴
き
声
の
構
造
を
現

し
た
ソ
ナ
グ
ラ
ム
（
声
紋
＝
せ

い
も
ん
）
で
す
。
昨
年
春
、
当

館
近
く
で
鳴
き
声
を
録
音
し
、

京
都
大
・
江
頭
博
士
に
よ
っ
て

作
製
さ
れ
た
も
の
で
す
。
音
や

時
間
と
い
っ
た
要
素
を
も
と
に

グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
、
縦
軸

が
周
波
数（
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
）、
横

軸
が
時
間（
秒
）で
す
。
グ
ラ
フ

の
濃
淡
は
強
弱
を
表
し
ま
す
。

最
初
に
「
グ
ッ
」
と
い
う
短
い

声
の
後
、「
グ
ー
ッ…

」と
い
う

や
や
長
い
後
鳴
き
が
加
わ
っ
て

い
る
の
が
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取

れ
ま
す
。

　５
月
中
旬
、
雪
渓
が
残
る
石

鎚
山
で
は
繁
殖
が
行
わ
れ
ま
す
。

西
日
本
最
高
峰
の
尾
根
付
近
で

も
発
見
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
過
酷
な
環
境

に
お
い
て
子
孫
を
残
し
続
け
て

い
る
タ
ゴ
ガ
エ
ル
の
高
地
集
団

に
い
つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す

（
ま
さ
に
ど
根
性
！
）。 （
岡
山
）

天体観測館　４１－０１１０

天体ブログ
http://ameblo.jp/kuma-obs/

学芸員のつぶやき
　
■5月31日に火星が地球に最接近し
ます。筆者は今年一番の天文現象と
考えています。小学生の頃、親戚の
おじさんに「あれが火星だよ」と教え
てもらいました。その赤く輝く姿が
神秘的でよく覚えています。ぜひ梅
雨入り前に天文台で観測しましょう。

学芸員のつぶやき
　
■小心者です。石鎚山で調査中、一
瞬頭をよぎることがあります。それ
はいま大地震が発生したら「助から
ない！」と。険しい北壁直下（オー
バーハング）です。オーバーかもし
れませんが、落石への心配は常にあ
ります。“ど根性”ガエルに負けない
ように頑張ります。

面河山岳博物館　５８－２１３０

山岳ブログ
http://blog.goo.ne.jp/omohaku582130

　
▲「ひとみ」の撮影・右上から左
下へ飛んだ（左上の明るい星
はシリウス）

　2016年4月5日20時30分
15秒から10秒露出で撮影

　
▲久万高原町産タゴガエルの成体
　（2016年2月9日撮影）

「Ｘ線天文衛星・
　　ひとみについて」

西日本最高峰にすむ
“ど根性”ガエル

　

▲

久
万
高
原
町
産
タ
ゴ
ガ
エ
ル
の
鳴
き
声

の
ソ
ナ
グ
ラ
ム

　（
京
都
大
学
・
江
頭
幸
士
郎
博
士
提
供
）
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　１
９
７
１
年
の
夏
、
坪
内
晃
幸
は
松

山
市
内
で
道
路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
上
に

記
さ
れ
た
規
制
標
示﹇
40
﹈を「
発
見
」し

ま
す
。
熱
で
溶
か
さ
れ
変
形
し
た﹇
40
﹈

と
い
う
記
号
に
、「
具
体
美
術
宣
言
」に

あ
る
「
物
質
は
物
質
の
ま
ま
で
そ
の
特

質
を
露
呈
し
た
と
き
物
語
り
を
始
め
、

絶
叫
さ
え
」
し
て
い
る
姿
を
見
出
し
た

の
で
す
。
そ
れ
は
、
絵
具
や
キ
ャ
ン
バ

ス
と
い
っ
た
画
材
を
人
間
が
表
現
の
た

め
の
「
道
具
」
と
し
て
扱
う
の
で
は
な

く
、
人
間
と
物
質
の
対
等
、
融
合
を
目

指
し
た
も
の
で
し
た
。

　「日
本
国
内
の
道
路
の
規
制
標
識
の

う
ち
、
制
限
速
度
時
速
40
㌔
の
道
路
標

識
と
道
路
標
示
は
す
べ
て
作
品
で
あ

る
」
と
の
宣
言
を
行
っ
た
坪
内
は
、
松

山
市
内
の
同
じ
場
所
の
道
路
標
示「
40
」

を
10
年
に
渡
っ
て
撮
影
し
た
写
真
を
発

表
し
ま
す
。

　そ
し
て
最
晩
年
に
は
、
段
ボ
ー
ル
の

表
面
を
一
枚
剝
ぎ
、
波
状
の
中
芯
を
露

わ
に
す
る
作
品
を
生
み
出
し
ま
す
。
摩

耗
す
る
道
路
標
示
や
剝
が
さ
れ
た
段

ボ
ー
ル
は
、
そ
の
物
理
性
で
も
っ
て
私

た
ち
に
「
日
常
」
の
在
処
と
同
時
に
そ

の
ゆ
ら
ぎ
を
想
像
さ
せ
ま
す
。

　坪
内
の
創
作
の
原
点
に
は
、
敗
戦
に

よ
り
価
値
観
が
崩
壊
し
た
後
の
世
界
を

い
か
に
生
き
る
か
と
い
う
問
い
が
あ
り

ま
し
た
。
未
曽
有
の
大
災
害
、
複
雑
化

す
る
国
際
紛
争
な
ど
、
既
存
の
社
会
シ

ス
テ
ム
が
ゆ
ら
ぐ
現
代
に
お
い
て
、

「
日
常
」は
は
た
し
て
ど
の
よ
う
に
存
在

す
る
の
か
。
人
間
存
在
の
在
り
方
を
物

質
を
通
し
て
考
え
た
坪
内
が
見
出
し
た

む
き
出
し
の
「
路
上
≠
日
常
」
を
、
今

再
び
見
つ
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（神
内
）

　徳
島
で
行
わ
れ
て
い
た
「
四
国
発
掘

遍
路
」
展
か
ら
、
無
事
に
上
黒
岩
岩
陰

遺
跡
の
資
料
た
ち
が
、
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
冬
の
期
間
中
は
、
一
部
の
資
料

（
線
刻
礫
）に
つ
い
て
基
礎
的
な
調
査
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
れ

と
関
連
す
る
、
今
か
ら
ほ
ぼ
半
世
紀
前

の
座
談
会
の
記
録
を
紹
介
し
ま
す
。

　泉
精
一
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究

所

　１
９
１
５
〜
70
年
）
は
、
イ
ン
カ

や
ア
ン
デ
ス
の
調
査
を
行
っ
た
著
名
な

文
化
人
類
学
者
で
、『
イ
ン
カ
の
祖
先

た
ち
』『
ア
ン
デ
ス
の
芸
術
』『
泉
靖
一

著
作
集
』な
ど
の
著
作
で
知
ら
れ
ま
す
。

そ
の
泉
と
「
日
本
の
先
史
時
代
」
と
い

う
対
談
を
、
鈴
木
尚
（
東
京
大
学
名
誉

教
授

　１
９
１
２
〜
２
０
０
４
年
）、

樋
口
清
之
（
国
学
院
大
学
名
誉
教
授

　

１
９
０
９
〜
97
年
）と
行
っ
て
い
ま
す
。

泉
の
死
後
に
刊
行
さ
れ
た
対
談
集
『
人

類
と
文
明
』（
１
９
７
２
年

　東
京
大

学
出
版
会
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
対
談
の
中
で
、
女
神
石
に
関
す
る

記
述
が
あ
り
ま
す
。

　『人
類
と
文
明
』
の
中
で
、
泉
は「
そ

の（
縄
文
）時
代
の
生
活
に
お
い
て
宗
教

的
な
も
の
は
？
」と
質
問
し
て
い
ま
す
。

そ
の
問
い
に
対
し
、
樋
口
清
之
は
「
四

国
の
上
浮
穴
の
洞
窟
か
ら
出
た
、
礫
石

に
細
い
刻
線
で
人
物
を
描
い
た
も
の
は
、

い
か
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
い
女
神
像

を
思
い
出
し
ま
す
ね
。
あ
あ
い
う
も
の

が
日
本
の
縄
文
時
代
の
初
め
に
あ
る
の

を
見
る
と
、
そ
の
他
の
信
仰
的
遺
物
も

も
っ
と
あ
っ
て
よ
い
と
思
う
が…

。」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　２
０
０
９
年
の
『
愛
媛
県
上
黒
岩
遺

跡
の
研
究
』
で
、
線
刻
礫
は
10
数
点
以

上
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
他
の
遺
跡
で
、
確
実
な

類
例
は
い
ま
だ
発
見
さ
れ
な
い
ま
ま
で

す
。
ま
た
、
刻
線
に
つ
い
て
も
、
ま
だ

不
明
な
部
分
が
多
い
で
す
。

　（遠
部
）

学芸員のつぶやき
　
■今回の展示は、説明文は難しげに
感じられるかもしれませんが(笑)、
見た目はかなりポップな感じなんで
す。今から60年程前の作品もあり
ますが、今見てもかっこいいので、
現代美術に興味がある方はぜひ。お
子様にもおすすめです。

学芸員のつぶやき
　
■「四国の黎明」のパンフレットは、
なくなりました。コピーしたもので
よければ、スタッフにお申し付けく
ださい。

コレクション展Ⅰ
　「路上≠日常」から

久万美術館　２１－２８８１

久万美ブログ

久万高原町教育委員会（上黒岩考古館）

２１－０１３９

http://www.kumakogen.jp/modules/
education_new_front/index.php?content_id=42

『日本の先史時代』の一場面
Izumi VS K.Higuchi ＆ N.Suzuki

　

▲

４
月
９
日
は
土
曜
日
で
し

た
が
、
柳
谷
小
学
校
の
児
童

の
み
な
さ
ん
の
見
学
が
あ
り

ま
し
た
。
休
館
日
で
も
、
依

頼
が
あ
れ
ば
開
館
い
た
し
ま

す
。
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広報広告

風力・水力発電を遊ぼ
里山レストラン 11：00～14：00
宿泊・宴会・仕出し 予約受付中

ホームページ http://www.8-cho-zaka.jp/
定休日：火曜日 ※予約のみ対応いたします

久万高原町下畑野川甲1609番地7
久万高原観光株式会社 TEL 0892-41-0678

みんなの年金みんなの年金

　国民年金加入中に、病気やけがにより障害
の状態になったときや、２０歳前の病気やけが
で障害の状態になったときに、次の要件すべ
てに該当する方が、障害基礎年金を受給でき
ます。
１　病気やけがで初めて医師の診療を受けた

日（以下「初診日」）において、国民年金
の被保険者であること。または、国民年金
の被保険者であった60歳以上6５歳未満の方
で、日本国内に住所を所有していること。

２　初診日の属する月の前々月までの被保険
者期間のうち保険料納付済期間（免除期
間、学生納付特例期間を含む）が３分の２
以上あること。

３　初診日から原則として１年６カ月を経過
した日、または１年６カ月以内に症状が固
定した日（以下「障害認定日」）に、政令
で定められている障害等級の１級または２
級の障害の状態になっていること。また
は、障害認定日に１級または２級に該当し
なかった方が6５歳の前日までに該当するよ
うになったとき。

２０歳前に初診日がある障害基礎年金について
　前記２の保険料の納付要件は不要です。た
だし、本人の所得によって年金の一部または
全部が支給停止となる場合があります。 

【問い合わせ先】役場住民課　国保年金班　21－1111（内線1３５）
　　　　　　　　松 山 東 年 金 事 務 所　08９－９46－2146

病気やけがで障害が残ったときには受給できます

～障害基礎年金について～

※障害基礎年金を受けている人に生計を維
持されている子（18歳に到達した年度末ま
での子か20歳未満の障害のある子）がいる
場合は加算があります。

　平成2３年４月から、障害基礎年金の受給
権を得たあとに子の出生などにより加算要
件を満たす場合は、届出により加算される
ようになりました。ただし、平成2３年４月
前の分は対象となりません。

年　金　額
（平成28年度の額） 年　額

１級…975,125円

２級…780,100円

加算額

１人目･２人目
（１人につき） 各224,500円

3人目以降
（１人につき） 各  74,800円
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広報広告

　児童手当を受けている方は、６月中に「児
童手当現況届」を提出しなければなりません。
　児童手当現況届は、毎年６月１日における
現況を記載し、引き続き手当の受給要件に該
当するかどうかを確認するものです。
　手当受給者には６月初めに現況届をお届け

します。この届が提出されないと、資格は
あっても手当を受給することができなくなり
ますので、ご注意ください。
　また、この手当には所得制限が設けられて
おり、前年の所得が一定額以上となった場合
には手当が減額される場合があります。

　久万高原町に住所があり、子どもと暮らし、責任を持って子育てをしている方に支払われる手
当です。手当の支給対象は、中学校修了までです。
　手当の額は、次のとおりです。

※３歳未満の児童手当の額は一律1５,000円ですが、３歳到達後の翌月からは、第１子及び第２子
の手当額は10,000円となります。

※児童を養育している方の所得が所得制限限度額以上の場合は、特例給付として一律５,000円を
支給します。

【問い合わせ先】役場保健福祉課　社会福祉班　21－1111（内線1３３）

●出生などにより児童が増えたとき……　額改定請求書
●受給者が転入したとき…………………　認定請求書
●受給者が転出するとき…………………　受給事由消滅届（転入先で認定請求書を提出）
●支給対象児童が転出するとき…………　別居監護の申立書・転入先の住民票

児童手当を受給されている皆さんは忘れずに！

児童手当とは…

！こんな時には届け出が必要です

区　　　　分 月　額 手当の支払時期
３歳未満 一律 1５,000円

毎年２月、６月、10月に、
それぞれ前４カ月分が支給
されます。

３歳以上
第１子・第２子 10,000円
第３子以降 1５,000円

中学生 一律 10,000円
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総務省・経済産業省
経済センサス-活動調査については、キャンペーンサイトをご覧ください。

http://www.e－census2016.stat.go.jp/
平成28年
６月１日

検索

●
平
成
28
年
６
月
に
実
施
す
る
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
は
、
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
・
企

業
を
対
象
に
、
全
産
業
分
野
に
つ
い
て
売
上（
収
入
）金
額
や
費
用
な
ど
の
経
理
項
目
を
同
一

時
点
で
網
羅
的
に
把
握
す
る
我
が
国
唯
一
の
調
査
で
す
。

●
調
査
の
結
果
は
、
国
の
各
種
行
政
施
策
を
は
じ
め
、
地
域
の
産
業
振
興
や
商
店
街
の
活
性
化

な
ど
の
地
域
行
政
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

●
支
社
な
ど
が
な
い
事
業
所
に
は
、
調
査
員
が
直
接
伺
い
、
調
査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。

●
支
社
な
ど
が
あ
る
企
業
等
に
は
、
国
が
本
社
な
ど
に
傘
下
の
支
社
分
の
調
査
票
を
ま
と
め
て

郵
送
し
ま
す
。

●
調
査
票
は
平
成
28
年
５
月
末
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

　
　
　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　

役
場
総
務
課　

秘
書
政
策
班

　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
１
）
１
１
１
１
（
内
線
１
０
３
）

平
成
二
十
八
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
　
　 

～
日
本
経
済
の
未
来
は
、あ
な
た
の
調
査
票
か
ら
～

◆
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

経済センサス2016
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国
土
交
通
省
で
は
、
大
雨
な

ど
で
落
石
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
、
道
路
利
用

者
を
未
然
に
危
険
か
ら
守
る
た

め
に
、
事
前
通
行
規
制
（
通
行

止
め
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
事
前
通
行
規
制
に
な
っ
た
場

合
は
、
安
全
確
保
の
た
め
、
規

制
区
間
内
の
通
行
は
し
な
い
よ

う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
雨
に
よ
る
国
道
11
号
、

国
道
33
号
の
事
前
通
行
規

制
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

豪
雨
な
ど
異
常
気
象
に
お
出
か

け
の
と
き
は
、
ラ
ジ
オ
の
道
路

情
報
や
道
路
情
報
板
に
表
示
さ

れ
る
道
路
状
況
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
な
ど
で
最
新
の
情
報

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
先

◇
愛
媛
県
内
の
道
路
情
報
に
つ

い
て
は
、
国
土
交
通
省
松
山
河

川
国
道
事
務
所


０
８
９（
９
７
２
）０
０
３
４

◇
愛
媛
県
内
の
国
管
理
以
外
の

国
道
お
よ
び
県
道
に
つ
い
て
は
、

愛
媛
県
土
木
部
道
路
維
持
課


０
８
９（
９
１
２
）２
７
２
０

●
パ
ソ
コ
ン
サ
イ
ト

道
路
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

http://w
w
w.skr.m

lit.go.
jp/road/info/index.htm

l

※
サ
イ
ト
の
「
情
報
別
一
覧
表

示
」
か
ら
「
本
日
の
規
制
情
報
」

な
ど
を
検
索
い
た
だ
け
ま
す
。

●
携
帯
サ
イ
ト四

国
の
道
路
情
報

※
バ
ー
コ
ー
ド
を

読
み
込
ん
で
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ

い
。

　
梅
雨
前
線
や
台
風
な
ど
の
影

響
で
、
大
雨
に
よ
る
災
害
が
起

き
や
す
い
季
節
で
す
。

　
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
災

害
情
報
に
注
意
し
、
危
険
が

迫
っ
た
と
き
は
す
ぐ
に
避
難
す

る
な
ど
、
災
害
に
対
す
る
警
戒

を
十
分
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
危
険
な
箇
所
を
見
か

け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
役
場

や
、
土
木
事
務
所
な
ど
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
災
害
に
よ
る
人
命
・
財
産
の

被
害
の
防
止
に
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

久
万
高
原
土
木
事
務
所


（
２
１
）
１
２
１
０

役
場　

建
設
課


（
２
１
）
１
１
１
１

●
対
象

認
定
さ
れ
た
路
線
の
町
道
・
農

道
、す
べ
て
の
林
道
に
お
い
て
、

草
刈
り
・
側
溝
清
掃
を
行
う
予

６
月
は「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」

「
防
災
対
策
強
調
月
間
」で
す

道
路
草
刈
り
補
助
金
の
締

め
切
り
は
７
月
末
で
す

定
の
団
体

●
申
請
書

認
定
路
線
の
自
治
会
長
お
よ
び

林
道
管
理
組
合
長
に
送
付

●
提
出
先

役
場
本
庁
・
各
支
所

　
※
台
風
な
ど
に
よ
る
豪
雨
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、前
も
っ

て
排
水
施
設
の
点
検
を
行
う
な

ど
、
災
害
の
未
然
防
止
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
豪
雨
な

ど
の
あ
と
に
は
パ
ト
ロ
ー
ル
し

て
、被
災
状
況
の
ご
連
絡
な
ど
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
建
設
課　

管
理
建
築
班

（
町
道
・
農
道
・
林
道
）


（
２
１
）
１
１
１
１

　
　
　
（
内
線
１
５
５
）

　
町
内
の
水
道
施
設
は
、
町
や

地
元
管
理
組
合
が
維
持
管
理
を

行
い
、
各
ご
利
用
家
庭
に
水
道

水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
水
質

基
準
に
基
づ
い
た
検
査
を
定
期

的
に
実
施
し
て
お
り
、
平
成
27

水
道
週
間
６
月
１
日
～
７
日

「
じ
ゃ
口
か
ら
　
安
心
と
ど
け

未
来
ま
で
」

［規制条件］
⑴　連続雨量が規制基準の数値に

達したとき
⑵　パトロール等により危険と思

われるとき

 国道名 区間
番号 事前通行規制区間 規制基準雨量

（連続雨量（㎜）） 担当出張所

１１号 ① 愛媛県西条市丹原町志川
～同県東温市河之内　　 L＝５.8㎞ ３00 西条

08９7－５6－1264

３３号 

⑧ 愛媛県上浮穴郡久万高原町中津　
～同県上浮穴郡久万高原町柳井川 L＝6.1㎞ 2５0

松山第一
08９－９５6－0３26⑨ 愛媛県上浮穴郡久万高原町柳井川

～同県上浮穴郡久万高原町中黒岩 L＝7.6㎞ 2５0

⑩ 愛媛県松山市久谷町　　　　　　
～同県伊予郡砥部町大字千足　　 L＝５.５㎞ 2５0

⑦
（注１）

高知県吾川郡仁淀川町森山字オオジミ
～愛媛県上浮穴郡久万高原町中津 L＝6.7㎞ 2５0 佐川

088９－22－1022
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年
度
も
水
道
水
と
し
て
異
常
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
水
道
は
、
災
害
の
時
で
も
私

た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一

つ
で
す
。
そ
の
た
め
災
害
に
強

い
水
道
施
設
を
目
指
し
て
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
水
道
の
開
栓
・
休
栓
・
名
義

変
更
な
ど
を
行
う
場
合
に
は
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
給
水
工
事
に
つ
い
て
は
町

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
が

施
工
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
個
人
で
は
施
工
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
環
境
整
備
課　

上
下
水
道

班　

水
道
係


（
２
１
）
１
１
１
１

　
　
　
（
内
線
２
０
７
）

　
２
０
１
５
年
１
月
に
急
逝
さ

れ
た
元
美
川
村
長
木
下
久
敬
さ

ん
を
し
の
ぶ
特
集
が
「
ふ
る
さ

と
久
万
」
で
組
ま
れ
、
無
事
に

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外
の

方
々
か
ら
、
木
下
さ
ん
へ
の
熱

『
ふ
る
さ
と
久
万
55
』木
下
久

敬
さ
ん
追
悼
特
集
の
刊
行

い
思
い
が
寄
せ
ら
れ
る
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
本
誌
を
必
要
な

方
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局

（
ふ
る
さ
と
久
万
編
集
局
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局


（
２
１
）
０
１
３
９

　
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
し
た
い
と
き
に
、

県
の
規
制
緩
和
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の

提
供
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

行
う
「
え
ひ
め
夢
提
案
」
を
募

集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

６
月
１
日
㈬
～
３0
日
㈭

「
え
ひ
め
夢
提
案
」制
度
　

春
の
提
案
募
集

募
集

●
応
募
方
法

所
定
の「
え
ひ
め
夢
提
案
様
式
」

に
記
入
の
う
え
、
Ｅ
メ
ー
ル
や

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
又
は
持
参
に
よ

り
提
出

●
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県　

地
域
政
策
課


０
８
９（
９
１
２
）２
２
３
５

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
８
９（
９
１
２
）２
９
６
９

Ｅ
メ
ー
ル

yum
e-teian@

pref.ehim
e.jp

●
日
時

６
月
21
日
㈫
1３
時
～
1５
時
５0
分

●
会
場

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
サ
ブ
ホ
ー
ル

●
内
容

・
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
表
彰
式

・
基
調
講
演

第
21
回
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
推
進
県
民
大

会
　
参
加
者
募
集

●
参
加
料
　
無
料

●
参
加
申
込
方
法

電
話
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県 

男
女
参
画
・
県
民
協

働
課　

男
女
参
画
グ
ル
ー
プ


０
８
９（
９
１
２
）２
３
３
２

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
８
９（
９
１
２
）２
４
４
４

Ｅ
メ
ー
ル

danjokyodo@
pref.ehim

e.jp

ヘルプカードができました！

☆誰が使うの？
・障害のある人（障害者手帳の有無は問わない）、病気やけが、
妊娠初期の人等

・「困っているので助けてほしい」「ちょっとした配慮がほし
い」ということがうまく伝えられない人

☆いつ、どこで、どうやって使うの？
・災害時の避難のときやパニックや発作、急な体調不良に見舞
われたとき、道に迷ったときやちょっと手助けがほしいとき
などに、周囲の人に見せて支援を求めることができます。

☆メリットは？

問い合わせ先︰役場保健福祉課　障害福祉係
電話0892－21－1111（内線130・134）

「手助けがほしい人」と「手助けしたい人」をつなぐカードです、ご活用ください。

ヘルプカードを見てもらえ
ば、お願いしたいことを伝
えることができるね！

ヘルプカードを
持っていることが
安心につながるね！

ヘルプカードを持ってい
ると、何か困ってるって
気付けるね！

ヘルプカードを見れば、
その人に必要な支援や
　配慮がわかるね！

あなたの支援が必要です

ヘルプカード

愛媛県久万高原町
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朝
日
新
聞
「
に
ほ
ん
の
里

１
０
０
選
」
に
選
ば
れ
た
棚

田
を
舞
台
に
、
今
年
も
幽
玄
な

「
竹
灯
籠
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
今
年
は
、
昨
年
と
同
様
に
上

浮
穴
高
校
生
が
制
作
し
た
大
が

か
り
な
竹
灯
籠
が
会
場
の
ゲ
ー

ト
を
飾
る
と
同
時
に
、
畑
野
川

小
学
校
の
児
童
が
制
作
し
た
竹

灯
籠
も
展
示
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
地
元
住
民
や
上
浮
穴
高

校
生
の
各
種
手
作
り
品
・
花
な

自
然
と
先
人
に
感
謝
し
、

豊
作
を
願
っ
て

「
畑
野
川
　
竹
灯
籠
ま
つ
り
」

イ
ベ
ン
ト

ど
の
展
示
販
売
も
行
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
日
時
　
５
月
28
日
㈯

　
　
　
　
午
後
６
時
３0
分
～

　
　
　
　
（
雨
天
順
延
）

●
会
場

上
畑
野
川
明
杖
地
区

（
本
部
受
付
　
さ
く
ら
ぎ
）

　
中
山
間
地
な
ら
で
は
の
森
の

ハ
ー
ブ
文
化
や
新
た
な
ハ
ー
バ

ル
ラ
イ
フ
を
全
国
に
発
信
し
て

い
く
契
機
と
し
て
５
月
28
日
㈯

と
2９
日
㈰
の
２
日
間
、
産
業
文

化
会
館
と
久
万
農
業
公
園
ア
グ

リ
ピ
ア
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
全
国
規
模
の
イ

ベ
ン
ト
が
本
町
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の

う
え
ぜ
ひ
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

森
の
ハ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ
を

全
国
に
発
信

「
第
23
回
全
国
ハ
ー
ブ
サ

ミ
ッ
ト
／
久
万
高
原
ハ
ー

ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

す
。

●
全
国
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト
（
28

日
㈯
15
時
～
17
時
30
分
）

　「
森
の
ハ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ
」

を
テ
ー
マ
に
、
記
念
講
演
と
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
す
。
入
場
無
料
。

・
会
場
　
町
産
業
文
化
会
館

・
定
員
　
５
０
０
名

●
久
万
高
原
ハ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
28
日
㈯
、
29
日
㈰
両

日
と
も
に
９
時
30
分
～
15
時

30
分
※
農
業
公
園
は
29
日
㈰

の
み
）

☆
ハ
ー
ブ
寄
せ
植
え
リ
レ
ー
ラ

イ
ブ
／
展
示
販
売
・
体
験

・
会
場
　
農
業
公
園
ア
グ
リ
ピ
ア

☆
森
の
ハ
ー
ブ
・
ク
ロ
モ
ジ
展

・
会
場
　
久
万
広
域
森
林
組
合

☆
タ
ッ
ジ
ー
マ
ッ
ジ
ー
写
真
展

＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
会
場
　
道
の
駅
「
天
空
の
郷

　
　
　
　
さ
ん
さ
ん
」

　
そ
の
他
、
町
内
各
地
で
関
連

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

役
場
農
政
課
内　

久
万
高
原
ハ
ー

ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会
（
２
１
）
１
１
１
１

　
先
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ

『
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
「
合
唱
Ｓ
Ｐ
～

歌
が
起
こ
す
奇
跡
の
チ
カ
ラ

～
」』
で
、
美
川
中
学
校
の
生

徒
た
ち
に
よ
る
合
唱
の
模
様
が

全
国
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
ご
覧

に
な
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
小
規
模
校
で
あ
る
美
川
中
学

校
は
、
生
徒
た
ち
に
大
勢
の
人

の
前
で
表
現
す
る
と
い
う
機
会

を
つ
く
る
た
め
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
（
美

川
ク
ワ
イ
ヤ
ー
タ
イ
ム
＝
合
唱

の
時
間
）
の
取
り
組
み
を
平
成

18
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
面
河
中

学
校
、
さ
ら
に
柳
谷
中
学
校
と

の
統
合
を
経
た
現
在
も
続
い
て

お
り
、
全
校
生
徒
で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
参
加
す
る
と
い
う
目
標
の
も

と
、
音
楽
の
授
業
を
中
心
に
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
当
た
り

前
の
よ
う
に
教
室
か
ら
合
唱
の

歌
声
が
聞
こ
え
て
く
る
、
そ
ん

な
光
景
に
、
赴
任
さ
れ
て
く
る

教
職
員
の
皆
さ
ん
は
一
様
に
新

鮮
さ
を
感
じ
る
そ
う
で
す
。

　
確
か
に
、
美
川
中
学
校
の

入
学
式
や
卒
業
式
の
式
次
第

に
は
、「
校
歌
斉
唱
」で
は
な
く

「
校
歌
合
唱
」と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
校
歌
も
ハ

モ
っ
て
歌
わ
れ
る
の
で
す
。
12

歳
か
ら
1５
歳
と
い
う
大
変
多
感

な
年
ご
ろ
の
彼
ら
が
誇
ら
し
げ

に
校
歌
を
合
唱
す
る
、
大
げ
さ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
こ
れ
だ
け

で
人
間
教
育
は
足
れ
り
、
と
さ

え
思
え
る
の
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
パ
ー

ト
に
責
任
を
持
ち
、
で
き
る
努

力
を
し
、
や
が
て
異
な
る
旋
律

が
調
和
し
て
ひ
と
つ
に
な
り
、

聴
く
者
に
感
動
を
与
え
る
。
ど

う
や
ら
「
合
唱
」
は
町
づ
く
り

に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
そ
う
で

す
。 

（
梶
家
）卒業式全校合唱

～
歌
う
中
学
生
～

支
所
だ
よ
り

▼
美
川
支
所
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広報広告

ス　ギ ヒノキ
長さ 末口径 高値 曲 高値 曲

3.00

13   6,100   6,100 10,100 10,100
14   8,500   6,600 12,100 11,500
16 11,600   9,900 16,500 14,200
18－22 10,700   9,100 15,500 13,300
24上 11,400   9,700 17,100 13,100
30上   9,000   8,700 15,000 12,800

4.00

13 10,700   8,900 12,000 11,600
14－16   9,000   7,000 16,500 14,800
18－22 12,000   8,000 16,100 14,800
24 11,000   9,300

18,100 16,600
26－28 11,900 10,100
30上 11,300 10,500 15,300 14,800

6.00
18 17,500 13,600 21,000 17,000
24上 11,000   9,000 20,000

選　木 ス　ギ ヒノキ マ　ツ
3.00 24上 13,900 26,000   8,000
4.00 24上 13,900 25,000   9,000
4.00 30上 13,600 28,000 10,000

市況

杉・檜とも全般に下降相場。
杉・檜とも６ｍの24㎝上が引き合い少ない。
選木の元玉は、予尺をつけて造材をお願いします。
出荷よろしくお願いします。

木材市場市況
４月25日 1001回市【久万広域森林組合】

まごころ銀行からお礼
久万高原町社会福祉協議会

次の方々からご寄附をいただきました。お礼申し上げます。

下 畑 野 川 小　﨑　秦　江 様
露　　　峰 白　石　敏　夫 様
久　　　万 宮　岡　秋　枝 様
久　　　万 田　村　　　博 様
西　明　神 冨　岡　光　雄 様
東　温　市 髙　岡　洋　三 様
松　山　市 曽　我　靖　志 様

（４月１日～４月30日受付分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 上浮穴郡医師会・久万高原町　共催

　

５月30日（月）～６月６日（月）
久万高原町本庁舎ロビー・久万高原駅やまなみ・ふれあいロードロビー

　

６月５日（日）午前１１時～午後２時　　ふれあいロードロビー

「第6回世界禁煙デー in 久万高原町」

禁煙啓発パネル展示

無料禁煙相談

毎年５月３１日は、世界禁煙デーです！
　毎年５月３1日はＷＨＯの定める世界禁煙デー、そしてこの日から１週間を世界禁煙週間としてい
ます。喫煙の危険性、禁煙の重要性を広く市民に啓発することを目的として制定されました。日本
を含めWHO加盟国の９2％が加盟しているたばこ規制枠組条約（FCTC,200５年２月発効）には受動喫
煙の防止、未成年への販売禁止、タバコ広告販売促進の包括的禁止などがうたわれています。
　上浮穴郡医師会および久万高原町では、毎年世界禁煙デーに合わせて『世界禁煙デー in 久万高
原町』のイベントを開催しています。町内３か所で禁煙啓発パネル展示、ふれあいロードで無料禁
煙相談を行います。また、町内中学生を対象に禁煙啓発ポスターコンクールを実施し、優秀作品を
表彰するとともに、全作品をふれあいロードにて展示します。禁煙週間の後は、伊予銀行久万支店
ロビーでも約１か月間展示しています。ぜひ足をお運びください。
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■久万高原町消防本部・消防署
TEL 21－2411　FAX 21－2656

■久万高原町消防署美川支署
TEL 56－0303　FAX 56－0122（役場美川支所との兼用）

ホームページ
http://www.kumakogen.jp/info/syobohonbu/index.htm

あんぜん あんしん

消防だより －火災・救急・救助－

久万高原町消防
マスコットキャラクター

“スーパーダッシュくん”

４月末現在の消防状況　火災︰3件　救急︰157件　救助︰10件

　「
平
成
27
年
度 

緊
急
消
防
援
助

隊
設
備
整
備
費
補
助
事
業
」
に

て
、
高
規
格
救
急
車
を
更
新
し
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
等
の
大
災
害
に
備
え
、
大
規
模

か
つ
迅
速
な
部
隊
投
入
の
た
め
、

常
備
消
防
力
の
充
実
強
化
を
図
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　
今
後
、
町
内
へ
の
救
急
出
動
は

も
と
よ
り
、
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
場
合
「
緊
急
消
防
援
助
隊
救

急
小
隊
」
と
し
て
県
外
へ
出
動
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

住
民
の
生
命
を
守
る
た
め
に
！

高
規
格
救
急
車
を
更
新

　
６
月
1９
日（
日
）、
笛
ヶ
滝
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
「
第
６
回 

久

万
高
原
町
消
防
操
法
大
会
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
ポ
ン
プ
操
法
は
、
常
備
の
消
防

職
員
や
消
防
団
の
訓
練
の
一
つ
で

あ
り
、
基
本
的
な
操
作
の
習
得
を

目
指
す
た
め
の
訓
練
で
す
。
小
型

可
搬
ポ
ン
プ
操
法
と
ポ
ン
プ
車
操

法
が
あ
り
、
設
置
さ
れ
た
防
火
水

槽
か
ら
給
水
後
、
火
災
現
場
を
想

定
し
た
火か

点て
ん

と
呼
ば
れ
る
的
に
め

が
け
て
放
水
、
撤
収
す
る
ま
で
の

　防火標語は、火災予防思想をより広く普及
させることを目的に、消防庁と一般社団法人
日本損害保険協会との共催で昭和41年度から
募集が始まりました。５1回目となる今年度の
防火標語は、全国から17,40９点もの応募の中
から選ばれました。この標語を教訓とし、平
成28年度は無火災になるよう、一人ひとりが
防火・防災に努めていただきますようお願い
します。

平成２８年度　全国統一防火標語 

『消しましょう
その火その時

� その場所で』

一
連
の
動
作
を
行
い
ま
す
。

　
大
会
で
は
、
ポ
ン
プ
・
ホ
ー
ス

な
ど
の
操
作
を
迅
速
か
つ
正
確
に

行
う
と
と
も
に
、
動
き
の
き
れ
い

さ
を
競
い
ま
す
。
採
点
は
動
作
の

正
確
さ
及
び
火
点
の
的
が
倒
れ
る

ま
で
の
タ
イ
ム
な
ど
が
減
点
法
で

採
点
さ
れ
、
減
点
が
少
な
い
チ
ー

ム
ほ
ど
上
位
と
な
り
ま
す
。

　
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
は
、
仕

事
が
終
わ
っ
た
後
に
「
県
大
会
出

場
！
」
を
目
指
し
訓
練
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　
地
域
を
代
表
し
て
大
会
に
出
場

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
応
援
し
て
く

だ
さ
い
！

「
放
水
は
じ
め
!!
」

－

第
６
回
消
防
操
法
大
会

　

に
向
け
て
訓
練
中
！

－
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日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9

141513 16
10 11

12 17 18
19 20 21 22 2523 24
26 27 28 29 30

児童書 絵本

『あったかいな』
片山健／絵
くすのきしげのり／作
廣済堂あかつき

久万高原町立図書館

【開館時間】午前９時30分～午後６時
TEL：５０－０４１５　FAX：５０－０４１６

ホームページ／http://www.kumakogen.jp/culture/tosyo/index.html

　未来に迷う女子にも、夢に押し潰されそうな男子にも、
和菓子はそっと寄り添います。ある日、アンちゃんの手
元に謎めいた和菓子が残され…。「和菓子のアン」続編。

一般書 小説

『アンと青春』
　
坂木司／著
光文社

　北町奉行所同心の夫を亡くした商家出のうめは、気ま
まな独り暮らしを楽しもうとしていた矢先、甥っ子の隠
し子騒動に巻き込まれ、ひと肌脱ぐことに…。著者の遺
作となる、未完の長編時代小説。

『うめ婆行状記』
　
宇江佐真理／著
朝日新聞出版

　家族ばらばらの食卓、オンラインゲームどっぷりの生
活を送っていた俊は、夏休みをいなかのばあちゃんの家
で過ごすことになった。けれども、そこはスマホも言葉
も通じなくて…。

おすすめ 新刊案内

定休館日

定休館日

定休館日

定休館日

定休館日

第三日曜日

2016 6 月の予定 ※掲載している行事などは、都合により変更する場合が
　あります。詳しくはお問い合わせください。

お知らせ

　ゆうちゃんの家の飼い猫・ミーちゃんがもうすぐ赤
ちゃんをうむ。赤ちゃんがうまれたら、ミーちゃんはお
母さんになるのだ…。猫の出産に立ち会う２人の女の子
と、命の誕生を描く。心ふるえるおはなし絵本。

児童書 よみもの

『ケンガイにっ！』
高森美由紀／作
加藤休ミ／絵
フレーベル館

おはなし会

おはなし会

手芸すずらん

手芸すずらん 図書館協議会

古典学習会

やまびこ

（直瀬）

やまびこ

（明神・父二峰）

やまびこ

（面河）

やまびこ

（美川）

やまびこ

（畑野川）

月末整理日

休館日

やまびこ

（美川・柳谷）

一般書 小説

移動図書館車『やまびこ』を
ご利用ください。

　図書館の利用が困難な遠方にお住まい
の方にも読書を楽しんでいただくため、
移動図書館車『やまびこ』を運行してい
ます。町内55カ所を毎月巡回し、貸出・
返却をおこなっています。ぜひ、お近く
の巡回場所をご利用ください。
　巡回日時や場所など詳しい内容につき
ましては、図書館へお問い合わせくださ
い。
　各地域の巡回日は、次のとおりです。
（都合により変更になる場合があります。）

毎月　第１水曜日　直瀬
　　　第２水曜日　明神（午前）・
　　　　　　　　　　 父二峰（午後）
　　　第３水曜日　畑野川
毎月　第１金曜日　美川
　　　第２金曜日　面河
　　　第３金曜日　柳谷
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みんなで一緒に

健康づくり
久万保健センター
TEL（21）2700　FAX（21）0934

特定不妊治療費の助成が始まりました！
　久万高原町では、不妊治療のうち特定不妊治療（体外受精及び顕微授精）を行った方に対し、
平成28年４月１日から治療費の一部を助成します。

助成の申請は、治療終了日の年度内（毎年度３月３1日）が締切になりますのでご注意ください。
申請方法など詳細は、保健センターにお問い合わせください。

～健康づくりはお口から～
年に1度は『お口の検診』を

ワンコイン《500円》で受けましょう！！

　歯周病は感染症で、感染者数が最も多く、日本人の80％がかかっている「国民病」です。何より
歯周病が怖いのは「歯が抜けること」だけではありません。歯周病菌が血管から進入し全身を駆け
巡ることで、血管や内臓を傷つけることです。自覚症状がないからと検診も受けず放置している
と、気づかないうちに動脈硬化が進行し、心臓病や肺炎、骨粗しょう症などを起こしたり、糖尿病
を悪化させるなど全身に及ぼす影響が多大です。起こってから後悔するより、まずは歯周病検診を
受けることから始めてみませんか？！
　町が実施している歯周病検診の結果でも、20代、３0代の若い世代から治療が必要なむし歯や歯石
の付着、歯周病の進行もみられ、歯科医院の受診が必要となっています。
　平成28年度も住民健診と合わせて歯周病検
診を行います。しばらく歯医者さんに行って
ないという方は特に、お口の中が感染症にお
かされていないか検査しましょう！！当日受
診も可能です。

【対象者】
　以下のすべてに該当する方
・愛媛県が実施する特定不妊治療費助成事業の対象者であること
　（治療の終了が平成28年４月１日以降であること）
・特定不妊治療を行った期間に夫婦ともに久万高原町に住所を有していること
・夫婦ともに申請日の１年以上前から久万高原町に住所を有していること
・町税を滞納していないこと
【助成額】
　特定不妊治療に要した治療費から、愛媛県の助成額を引いた残りの額で、１年度につき20万円を
上限とする。

平成28年度の歯周病検診予定

７月３日（日）産業文化会館

８月７日（日）美川農村環境改善センター

歯周病も実は「感染症」です！！
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６月の町税等の納付
口座振替　6月27日㈪
納 期 限　6月30日㈭
納期限内に納めましょう

■お知らせ
町ではごみの堆肥化・減量に役立てていただくため、
生ごみ処理容器（コンポスト）などの購入の補助を
行っています。
問い合わせ︰役場環境整備課　環境衛生班
　　　　　　TEL 21－1111（内線204）

6月くらしのカレンダー

1 水
◆心配ごと相談／9時～15時／社協本所・

久万町民館・面河住民センター・社協柳
谷支所

2 木
◆住民健診／8時～13時45分／落合ふれ

あい館

3 金

4 土

5 日
◆久万美コレクション展Ⅰ最終日／久万美

術館
医 久万高原町立病院  　21-1120　　21-1121

6 月
◆住民健診／8時～11時／明神公民館
◆司法書士法律相談／10時～正午／社協

本所

7 火

8 水
◆乳がん・子宮がん検診／13時～13時45

分／面河住民センター

9 木 ◆消費生活相談／役場住民課

10 金
◆かむかむ教室／10時～12時／美川農村

環境改善センター

11 土
◆住民健診／8時～13時45分／産業文化

会館
◆久万美コレクションⅡ開展／久万美術館

12 日
◆苔玉作り体験（要予約）／10時～／農業

公園【問】41－0040
医吉村医院  　　54-2050　　54-2065

13 月

14 火
◆健診結果報告会／10時～10時30分＝水

押集会所／11時～11時30分＝中村集会
所／13時30分～14時30分＝東川集会所

15 水
◆住民健診／8時～10時／美川南公民館体

育館

※掲載している行事は、都合で変更する場合があります。

休日当番医医

16 木

17 金 ◆はつらつサークル／14時～16時／辻集
会所

18 土 ◆久万美アート夜話（第49夜）／19時～／
久万美術館

19 日

食育の日
◆健診結果報告会／9時～11時／久万保健

センター
◆面河山岳博物館春の企画展最終日
医 うつのみや内科 　　21-3353　　21-3352

20 月

◆町長室開放デー／13時～
◆もぐもぐごっくん教室／9時30分～正午

／Happy House
◆住民健診／8時～11時／二名公民館

21 火

◆紅葉の会／10時～正午／久万保健セン
ター

◆住民健診／8時～10時／城山公民館

22 水 ◆住民健診／8時～10時／黒藤川公民館体
育館

23 木

◆健診結果報告会／10時30分～11時30
分＝おもご高齢者生活支援ハウス／13
時30分～14時30分＝面河住民センター

◆消費生活相談／役場住民課

24 金

◆健診結果報告会／10時30分～11時＝名
荷下集会所／11時30分～12時＝小村集
会所／13時30分～14時＝本谷集会所／
14時30分～15時＝郷角集会所

25 土 環境美化の日

26 日
◆門前市 遊食祭くまくるまるしぇ／10時

～14時／久万町商店街
医直瀬クリニック 　　31-0011　　31-0011

27 月 ◆住民健診／8時～11時／直瀬住民セン
ター

28 火 ◆住民健診／8時～11時／野尻公民館

29 水 ◆健診結果報告会／9時30分～11時／入
野福祉館

30 木

◆1歳6カ月児・3歳児健診／12時30分～
13時／久万保健センター

◆住民健診／8時～13時45分／上畑野川
公民館
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▼
取
材
先
の
道
の
駅
で
や
っ
て
い

た
抽
選
会
。
あ
の
ガ
ラ
ガ
ラ
回
す

と
玉
が
出
て
く
る
装
置
の
名
前
を

同
僚
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
ガ
ラ

ポ
ン
？
」
と
い
う
何
と
も
頼
り
な

さ
そ
う
な
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
な
い
と
検
索
し
て
み

る
と
「
ガ
ラ
ガ
ラ
、
ガ
ラ
ポ
ン
、

福
引
器
な
ど
」
と
出
て
い
る
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
！
正
式
に
は
「
新

井
式
回
転
抽
選
器
」
と
言
う
そ
う

で
す
。
疑
っ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
…
。

▼
熊
本
地
震
の
支
援
募
金
箱
を
本

庁
と
支
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
渡
部
）

編
集
後
記

柳谷地区

川前自治会（28戸）

人のうごき�（平成28年４月末現在）

人　口 前月比
男性　4,193人（11人） －9人
女性　4,744人（30人） ＋2人
合計　8,937人（41人） －7人
世　帯 前月比
　　　4,662戸（36戸） ＋8戸

※注　外国人の方を含めています。（　）は外国人数

▲集落の様子

▲自治会のみなさん ▲定例会の様子

架
か
り
、
落
出
ト
ン
ネ
ル
・
本

村
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
て
か
ら

は
、
穏
や
か
な
時
間
が
流
れ
て

い
ま
す
。

　
主
な
行
事
と
し
て
は
、
毎
月

26
日
に
定
例
会
を
行
い
、
自
治

会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
と
共
に
、
秋
に

は
町
道
及
び
集
落
道
の
草
刈
り

と
清
掃
を
行
い
、
地
域
環
境
の

維
持
管
理
に
も
努
め
て
い
ま

す
。

　
川
前
自
治
会
は
、
国
道
３３
号

落
出
橋
交
差
点
か
ら
町
道
西
谷

線
を
、
３
㌔
ほ
ど
進
ん
だ
と
こ

ろ
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
傾
斜

地
が
多
く
、
広
範
囲
に
民
家
が

広
が
り
ま
す
が
、
大
き
な
災
害

も
な
く
住
み
よ
い
所
で
す
。

　
集
落
内
に
は
四
国
カ
ル
ス
ト

へ
向
か
う
国
道
４
４
０
号
が
あ

り
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
多
く

の
車
が
行
き
交
う
に
ぎ
や
か
な

地
域
で
し
た
が
、
ル
ー
プ
橋
が

　
現
在
は
高
齢
化
も
進
み
、
自

治
会
の
戸
数
も
28
戸
と
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
み
ん
な
で
協
力

し
合
い
、
こ
れ
か
ら
も
お
互
い

に
助
け
合
い
な
が
ら
川
前
自
治

会
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

●
次
回
は
美
川
地
区

中
黒
岩
第
４
組
自
治
会

で
す
。


